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一
、午
後
の
授
業

二
、活
版
所

三
、家

四
、ケ
ン
タ
ウ
ル
祭
の
夜

五
、天
気
輪
の
柱

六
、銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

七
、北
十
字
と
プ
リ
オ
シ
ン
海
岸

八
、鳥
を
捕
る
人

九
、ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
切
符

七
、
北
十
字
と

プ
リ
オ
シ
ン
海
岸

二
人
は
一
度
に
は
ね
あ
が
っ

て
ド
ア
を
飛
び
出
し
て
改
札

口
へ
か
け
て
行
き
ま
し
た
。

七、北十字と
プリオシン海岸
二人は一度にはねあがっ
てドアを飛び出して改札
口へかけて行きました。

七種泰史　サイクサヤスシ

と
こ
ろ
が
改
札
口
に
は
、
明
る
い
紫
が

か
っ
た
電
灯
が
、
一
つ
点
い
て
い
る
ば

か
り
、
誰
も
居
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
ら
中
を
見
て
も
、
駅
長
や
赤
帽
ら
し
い
人
の
、
影

も
な
か
っ
た
の
で
す
。
二
人
は
、
停
車
場
の
前
の
、
水

ところが改札口には、明るい紫が
かった電灯が、一つ点いているば
かり、誰も居ませんでした。
そこら中を見ても、駅長や赤帽らしい人の、影も

なかったのです。二人は、停車場の前の、水晶細


